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NISHITETSU GROUP 

『にしてつグループは、「出逢いをつくり、期待をはこぶ」事業を通して、“あんしん”と“かいてき”と
“ときめき”を提供しつづけ、地域とともに歩み、ともに発展します。』という企業理念をを道標に、従業
員一人ひとりが「お客様のためにできること』を考え、行動する企業グループを目指しています。鉄道、
バス、不動産、都市開発事業など福岡を拠点とした地域マーケットビジネスと東京に事業本部を置き、
海外に複数のグローバルネットワークを持つ国際物流ビジネスを展開しております。

まちに、夢を描こう。

暮らしの全てに関わる総合生活事業者として、
地域・全国・世界を支えます。

まちを支える「にしてつグループ」として様々な事業を通じて暮らしに貢献。

西鉄グループにまつわる、
さまざまなヒト・コト・モノの
「かけ合わせ」で生まれる
ストーリーをお届けします。

社名：西日本鉄道株式会社（Nishi - Nippon Railroad Co., Ltd.）

設立年月日：1908年12月17日

創立年月日：1942年9月22日

本社：福岡市博多区博多駅前三丁目5番7号

資本金：261億5,729万円

株主数：19,721人

代表者：取締役社長執行役員　林田 浩一

事業内容：鉄道および自動車による運送事業、利用運送事業、

航空運送代理店業、通関業、不動産の売買および賃貸業、

ホテル事業、その他

西 日 本 鉄 道 株 式 会 社

会 社 概 要

グ ル ー プ 概 要

西鉄グループのさまざまな一面をご覧いただけます。

モビリティ事業 不動産事業 流通事業

新領域開発事業

国際物流事業

ICカード事業ホテル・レジャー事業

太陽光発電 大型商業施設 ホテルタクシー

電車

バススクラップアグリ

旅行

国際物流事業

水族館ビル

マンション・住宅

スーパーシニア向け住宅エアサービス

バス

住宅（海外）遊園地



安全、丁寧、正確に。
未来を見据えた
サステナブルなサービス。

事 業 概 要
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◆本部所在地  ：東京都中央区日本橋三丁目2番5号毎日日本橋ビル      ◆創業：1948年11月15日     ◆代表者：常務執行役員  国際物流事業本部長／宇髙  圭一
◆事業内容：利用運送事業／航空運送代理店業／通関業／倉庫業
◆加入団体：THE WACO SYSTEM／国際航空運送協会（ IATA）／一般社団法人  航空貨物運送協会（JAFA）／一般社団法人  国際フレイトフォワーダーズ協会（JIFFA）／
　　　　　  一般社団法人  日本通関業連合会／輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社  等

ONE-STOP SOLUTION

物流コストの削減や
在庫管理の最適化をご提案

西鉄グループ（国内・海外）の情報を一元管理・共有することを実現

お客さまの事情を理解した
上で最適なサービスを実現。

航空貨物事業のパイオニア。1 9 4 8年に航空貨物の取扱いを開始。

ロジスティクス

国内配送

グローバル
IT サポート

通　関

お客様
海外拠点

海外
エンド
ユーザー

日本国内
お客様

国際海上貨物輸送国際航空貨物輸送

お客さまのあらゆるニーズに
トータルサポート。







ロジスティクス
センターの詳細は
こちらから

お客様のグローバルビジョンを実現する濃やかなロジスティクスを提供

福岡ロジスティクスセンター

りんくうロジスティクスセンター

西淀ロジスティクスセンター

関東ロジスティクスセンター

関東エリア
関西エリア

九州エリア

成田ロジスティクスセンター

辰巳ロジスティクスセンター

国内と海外を結ぶ
最適ロケーション

L O G I S T I C S

国内6ヵ所にロジスティクスセンターを保有し、国内と海外を結ぶ物流拠点としてお客さまのサ
プライチェーンをサポートします。IC1個から箱詰めして出荷することができるほか、検品や
キッティング作業をしたり、オンラインにて在庫情報を提供したりなどの3PLのサービスを
行っています。さらに一般倉庫エリアと保税蔵置場エリアが一体となっていることで、同一倉庫
内で輸出品と国内品の在庫管理が可能という強みを持ち、コスト削減を実現します。輸出品は、
梱包・ラベリング完了後、すぐに保税蔵置場へ搬入されるため、納期短縮にも貢献しています。

グリーンビルディング認証(CASBEE) 取得にしてつ関東ロジスティクスセンター 

要望に沿った付加価値
サービスの提案

お客様と連携したBCP体制づくり 空調設備など
ハイスペックな機能

WMSを利用した情報の一元管理

最先端の設備を誇る物流拠点でお客様のサプライチェーンをサポート
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T A P A  C L A S S  A　

ISO9001をベースに、安全性や信頼性といった航空宇宙・防衛産業特有の要求事項を追加した規格です。

TAPAとはハイテク製品のメーカー、物流業者、コンサルタント会社等で構成された非営利団体で、FSR
（Freight Security Requirements）という貨物に関する独自のセキュリティ基準を定めており、条件を満たす物
流施設の認証制度を設けています。CLASS Aは最も厳しいセキュリティ要求事項を満たした物流施設です。

AEO認定取得法人

TAPA CLASS A 認証取得拠点数　国内拠点

TAPA CLASS A 認証取得拠点数　海外現地法人拠点

EN/AS9120 認証取得拠点数　国内拠点

EN/AS9120 認証取得拠点数　海外現地法人拠点

EN9100 認証取得拠点数　海外現地法人拠点
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Q U A L I T Y   M A N A G E M E N TC U S T O M S  C L E A R A N C E

貨物のセキュリティ管理と法令遵守（コンプライアンス）の体制が整備
された事業者に対し、税関が承認・認定し、税関手続の緩和・簡素化策
を提供する制度です。

NNRが日本の大手フォワーダーで初となる、物流事業会社に
与えられたすべてのAEO制度（3冠）を取得しました。

Authorized 
Economic 
Operator

※特定保税承認者承認書 ※認定通関業者認定書 ※特定保税運送者承認書

AEO制度
について

品質方針に
関する詳細は
こちら

そこで、経験豊富な通関士が正確な申告書類を作成

申告業務を効率化し、迅速な手続きが可能

通関士が適正な
輸出入通関業務を実施

IT（通関システム・
AI-OCR）も活用

当社は AEO 制度に基づき、貨物のセキュリティ管理と法令遵守の体制が
整備された「認定通関業者」です。

海上・航空の輸出入に伴う通関業務で

は、相手国・地域ごとに異なる様々な

法規制に基づいた通関書類の作成と通

関士による審査が必要です。

さらに、お客さまから通関に関する疑問、
質問について勉強会を実施し、安全・安心な
通関サービスの提供を心がけています。

通関業務および、その関連業務の豊富な経験と知識を有する通関士が法令改正など
最新の情報をベースに適正な輸出入通関業務を実施

※2024年３月末現在



NNR SUSTAINABILITY
にしてつグループは、サステナブルな社会実現に向けて様々な活動に取り組んでいます。

輸出

輸入 インランド
コンテナデポ
（ICD）

空 コンテナを返却

空 コンテナを集荷

実入りコンテナ配送

実入りコンテナ搬入

お客様 倉庫

お客様 倉庫

◆モーダルシフトの取り組み ◆インランドコンテナデポを利用したコンテナラウンドユース

りんくう貨物センター
保税蔵置場にて税関手続き

西日本鉄道（株）
りんくう貨物センター （21:00締切）

21:40発
5:52着

（6:17～引渡）
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国際貨物地区へ直送

“地球にやさしい輸送”=「グリーンロジスティクス」の取り組み

ANA 「SAF Flight Initiative」プログラムとは、持続可能な航空燃料であるSAFを
活用して産業バリューチェーンのCO2 排出量削減に取り組むプログラムです。 
今回弊社は成田国際空港から中国の上海浦東国際空港向けの貨物便にてSAFを
利用した貨物輸送の手配を行いました。 

※SAFとは、バイオジェット燃料を含む持続可能な航空燃料（Sustainable Aviation Fuel）のことで、
主に動植物や廃棄物由来の原 料から製造され、その使用により、CO2排出量を従来燃料より約80%削減できると言われています。

SAF

写真提供 :ANA Cargo

自動車を使って行われている貨物輸送から、より環境負荷の少ない鉄道や船舶での
輸送に転換することを、モーダルシフトと称します。 鉄道輸送は、同一区間を
トラックで輸送した場合と比べ、CO2排出量を約11分の1以下に削減できる効果が
期待されています（国土交通省・2021年度試算による） 

輸入コンテナの荷物の配達後、空いたコンテナを港に返却せずに内陸の「インラン
ドコンテナデポ」までの返却とすることで、空コンテナの輸送距離を短くすること
が可能です。そして、輸出において空コンテナを「インランドコンテナデポ」から集
荷することで輸入と同様に空コンテナの輸送距離を短くしラウンドして利用する
ことで、輸出入におけるCO2排出量の削減や労働力不足の緩和、働き方改革の実現
などが期待されています。 

モーダルシフトによる鉄道輸送併用のイメージ（一例） 

にしてつ ANA「SAF Flight Initiative」プログラムに参加 ※2023年度
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